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【 】（ ）学力向上フロンティアスクール中間報告書 小学校
都道府県名 熊本県Ⅰ 学校の概要 平成15年4月現在（ ）

学校名 熊本市立五福小学校
学 年 年 年 年 年 年 年 計 教員数1 2 3 4 5 6
学級数 １ ２ １ １ １ １ ７ ２０
児童数 ３２ ４６ ３９ ３７ ２５ ４０ ２１９

Ⅱ 研究の概要
１ 研究主題

２ 研究内容と方法
(1) 実施学年 教科・

全学年 算数科を中心に習熟度の違いが大きく、学習過程で個人差が表れやすい教科で・ ・

あるため。

算数科で共通理解、共通実践を図ることで、子どもたちが学び方がわかり、自ら学ぶ力・

を身につけ、すべての教科や領域、生活の中で生きて働く力を発揮できるようにするた

め。
年次計画( )2
◎ テーマ

◎ 研究の見通し

平

成

15
年

度

① 研究の年間計画作成

② 研究の組織づくり

③ 算数科を中心にした個に応じた指導方法の研究、実践

確かな学びと、共に生きる力を培う教育課程の創造
～基礎・基本の定着を図るための指導方法の工夫改善と、かかわりあう活動の充実～

確かな学びと、共に生きる力を培う教育課程の創造
～基礎・基本の定着を図るための指導方法の工夫改善と、かかわりあう活動の充実～

＜仮説１＞
主体的な学びを育てる指導について指導方法の工夫改善を図り、子どもたちが

よりよく生きるために必要な基礎・基本の力を確かに身につけることができれ
ば、学ぶ意欲を高めながら自ら学び、考える子どもが育つであろう。
仮説２＞＜

学校の中で子どもたち同士が主体的にかかわりあう場を設定したり、学校・地

域・家庭がそれぞれの役割を機能させながら相互に連携を深め、教育活動の中に

地域の教育力を効果的に取り込んだりして、かかわりあう活動を充実させれば、

周りの人と共に学び、高め合う子どもが育つであろう。
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◎ 研究の内容 方法・

基礎・基本の定着を図るための指導方法の工夫改善視点１ 仮説 に対する方法( )1 ・・・

個に応じた指導の充実

○ 学びを支える学習態度の育成

○ 子どもの実態や単元の特性に応じた指導形態 、少人数指導 の工夫（ ・ ）T T
○ 指導に生きる評価活動の工夫 ねらいを明確にした授業づくり、通知表の改善と（

）評価の観点の明確化

○ 学びを深め、広げる習熟度別コースの設定

○ 子どもの実態に応じた基礎 基本の重点事項の設定・

○ 繰り返し学習の場 朝 夕のびっ子タイム の設定と工夫（ ・ ）

かかわりあう学びの場の工夫

○ 友達と学びあう場の工夫

○ 地域人材の効果的な生かし方

視点２(仮説2に対する方法) かかわりあう活動の充実・・・

ふれあい、かかわりあう地域との連携を図ったかがやきたい夢の充実
む

○ ふれあいを広げ、深める公民館講座、地域行事参加

○ 自ら考え、かかわりあう風流街浪漫フェスタ参加

自分の生活をみつめ高める生活習慣づくり

○ 生活目標との関連を図った五福ノートの生かし方

○ 家庭との連携を図ったすこやかカードの実践

共に学び、高め合う集会活動 五福タイム の充実（ ）

○ 主体的に働きかける委員会活動

○ 異学年同士のかかわりを深める縦割り活動の充実

（ ）自立活動における支援の工夫 通級指導教室

○ 小集団活動を通してのかかわりの深め方

◎ テーマ

平

◎ 研究の見通し成

① 研究の年間計画作成16
② 研究の組織とその内容の見直し年

③ 平成 年度の研究の課題から算数科を中心にした個に応じた指導方法の研究、度 15
実践の見直しと焦点化

④ 学びあいの場の設定と充実

⑤ 学力向上に向けての家庭や地域との連携を図った取組

確かな学びと、共に生きる力を培う教育課程の創造

～基礎・基本の定着を図るための指導方法の工夫改善と、かかわりあう活動の充
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◎ 研究の内容 方法・

基礎・基本の定着を図るための指導方法の工夫改善視点１ 仮説 に対する方法( )1 ・・・

個に応じた指導の充実

○ 学びを支える学習態度の育成

○ 子どもの実態や単元の特性に応じた指導形態 、少人数指導 の工夫（ ・ ）T T
○ 指導に生きる評価活動の工夫 ねらいを明確にした授業づくり、通知表の評価の（

）観点の明確化

○ 学びを深め、広げる習熟度別コースの設定と評価問題の工夫

○ 子どもの実態に応じた基礎 基本の重点事項の設定・

○ 繰り返し学習の場 朝 夕のびっ子タイム の設定と工夫（ ・ ）

かかわりあう学びの場の工夫

○ 友達と学びあう場の工夫

○ 地域人材の効果的な生かし方

視点２(仮説2に対する方法) かかわりあう活動の充実・・・

ふれあい、かかわりあう地域との連携を図ったかがやきたい夢の充実
む

○ ふれあいを広げ、深める公民館講座、地域行事参加

○ 自ら考え、かかわりあう風流街浪漫フェスタ参加

自分の生活をみつめ高める生活習慣づくり

○ 生活目標との関連を図った五福ノートの生かし方

○ 家庭との連携を図ったすこやかカードの実践

共に学び、高め合う集会活動 五福タイム の充実（ ）

○ 主体的に働きかける委員会活動

○ 異学年同士のかかわりを深める縦割り活動の充実

（ ）自立活動における支援の工夫 通級指導教室

○ 小集団活動を通してのかかわりの深め方



4

(3) 研究推進体制

＜授業づくり＞

＜生活づくり＞

企画・運営
志波、福田和幸

小山

〇 校内研究、研

修会の計画･運

営

〇 学力向上フロ

ンティア事業の

構想、計画

〇 特色ある教育

課程の編成

〇 予算の執行

○ 学力向上フロンティア事業の推進

（木村）

○ 指導方法（複数体制等）の推進

（福田和、志波）

○ 指導案の検討（志波、木村）

○ 評価と指導の工夫（木村、志波）

・通知表の改善

・地域、家庭を生かした評価

○ 地域との連携（福田和）

・地域人材推進委員会の計画と運営

・学校行事の地域人材依頼、打ち合わせ

・公民館との連携

授業研究部
木村 ○志波◎

○高林 ○福田和

○境 ○三山

基礎・基本部
◎田上 ○福田麻

○飯島 ○倉迫

○甲斐

○ 基礎・基本の洗い出し（田上）

○ 繰り返し学習の場の設定と方法

・のびっ子タイムの計画、推進、資料準備

（田上、飯島、倉迫、甲斐）

・重点事項の見直し（田上、福田、倉迫）

○ 自分の生活を見つめ、高める場の設定

・生活習慣づけの工夫（甲斐、境）

・五福ノートの活用（各担任）

・道徳教育の充実（倉迫、各担任）

○ 共に学ぶ集会活動、五福タイムの充実

・集会活動の充実（田上、福田、倉迫）

・主体的な委員会活動の推進（田上、志波）

生活向上部
◎倉迫

〇田上 ○福田和

○境 ○甲斐

○志波

学習環境部
◎高林 〇飯島

〇木村 ○福田麻

○三山 ○木挽

研究推進

委員会

〇校長〇教頭

〇教務〇部長

〇各チーフ

○ 情報教育（コンピュータ活用）の充実

（高林）

○ 人材リストの作成（木村）

○ 人材掲示板の充実（飯島、福田、木挽）

○ 授業、研究の記録（三山）

○ デジタル画像（三山）

○ 掲示計画（飯島、福田麻）

）○ ホームページの作成（木村、高林
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Ⅲ 平成15年度の研究の成果及び今後の課題
１ 研究の成果
＜視点1について＞

〇 評価を生かした単元の指導構想を立てて、学校全

体の教育課程や指導方法を工夫して取り組んだこと

、 、で 一人一人の実態に応じた指導をするようになり

子どもも、授業中に真剣にじっくり取り組む態度

が育っている。

〇 子どもが多くの先生にかかわり、認められる機

会が増えたことで、自信をもって意欲的に学習して

いる。

〇 複数指導体制の実践で、教師の間に、学校全体

で、子どもを育てていこうとする意識が高まって

いる。

＜視点2について＞

〇 縦割りの集会活動 五福タイム が定着するにつ（ ）

れ自然に異学年の子供同士がかかわりあう姿や自

ら考え、主体的にリードする高学年の姿がみられ

るようになった。

〇 学校評議員やかがやきネットティーチャーの授業へのかかわりが学校教育への理解を

深める基となり、 地域で子どもを育てる という意識が地域、家庭全体へ広がり、 共“ ” 「

に学ぶ力 につながっている。」

２ 今後の課題

〇 文章題に苦手意識を感じている子どもが多い。６年生で どの式を使えばよいかわから「

ない という理由を挙げている子どもがいた。個に応じた指導をさらに工夫改善し、子。」

どもが自信をもって確かな学びを身に付けていけるようにしたい。

〇 学力向上フロンティア事業として、子どもに確かな力がついたという科学的な比較デ

ータと分析を行っていく必要がある。そのためには本校独自の評価問題作成や学力テス

ト実施の工夫をしていきたい。

〇 通知表の学期ごとの観点を家庭や子どもに知らせ、生活習慣づくりと合わせて家庭と

の連携を図り、共に、子どもの学力向上を図る工夫をさらにしていきたい。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

１ 目的

子どもの学力の実態を客観的に把握し、適切な指導に生かすため。

２ 実施内容

（ ）・・・ （ ） （ ） （ ） （ ）学力テスト NRT 国語 全学年 算数 全学年 社会 5,6年 理科 5,6年

・・・・ （ ）ゆうチャレンジ 国語、算数 3,4,5,6年

文章題・量と単位・計算・図形・数のきまり

算数がすき（全体・文章題・・計算） じっくり考える

子どもの意識調査（ｈ15,12）

子どもの意識調査（ｈ15）

（苦手と感じる学習内容）
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３ 時期

学力テスト 2月17,18日実施予定・・・・・・

ゆうチャレンジ 1月29日、30日実施・・・・

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

〇 研究発表会の開催。

日時 平成16年10月予定・・・・・・・・

場所 熊本市立五福小学校、五福公民館・・・・・・・・

対象 熊本県小 中学校教職員・・・・・・・・ ・

会の目的 研究発表をすることで、広く研究成果の普及を果たす。・・・・・・

〇 ホームページ、研究紀要で研究の成果を公開。

〇 フロンティアティーチャーで、視察の対応。

新規校 継続校 ■ 平成15年度からの新規校 □平成14年度からの継続校【 ・ 】

学校規模 □ 6学級以下 ■ 7～12学級【 】

□ 13～18学級 □ 19～24学級

□ 25学級以上

指導体制 ■ 少人数指導 ■ T Tによる指導【 】 ・

□ 一部教科担任制 □ その他

研究教科 □ 国語 □ 社会 ■ 算数 □ 理科【 】

□ 生活 □ 音楽 □ 図画工作 □ 家庭

□ 体育 ■ その他

指導方法の工夫改善に関わる加配に有無 ■ 有 □ 無【 】
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